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令和元年度 事業報告書 

文化庁京都移転の機運を醸成するための連続講座 

 

第 11 回 「現代アートと美術館」 

○実施日 令和元年 12 月 21 日 

○会場  京都市京セラ美術館 

      （京都市左京区岡崎円勝寺町 124） 

○出演者 

 ゲスト； 

  青木 淳氏（京都市京セラ美術館館長／建築家） 

  森村 泰昌氏（美術家） 

 ファシリテーター； 

  小崎 哲哉氏（ジャーナリスト／アートプロデューサー） 
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第 11回 文化庁京都移転の機運を醸成するた

めの連続講座 

 

 

 

令和元年 12月 21日（土）  

＜ゲスト＞ 

青木 淳氏 

（京都市京セラ美術館館長／建築家） 

森村 泰昌 氏 

（美術家）  

 

＜ファシリテーター＞ 

小崎 哲哉 氏 

（ジャーナリスト／アートプロデューサー） 

 

 

 

 

 

 

 

小崎：今日は，新しい京都市京セラ美術館につ

いて，そして京都の現代アートの未来について，

お２人に伺いたいと思います。その前に，簡単

に美術館の歴史についてお話しします。 

 近代的な美術館の最初の例のひとつにパリ

のルーブル美術館があります。ルーブルは長い

間，王宮・宮殿として使われてきましたが，1789

年にフランス革命が起こって，王室から民衆の

手に移りました。1793年に，王様や貴族のお宝

を公開する形で展示が始まります。民衆に開か

れたのは，これが初めてです。 

 1929 年には，ＭｏＭＡと称されるニューヨ

ーク近代美術館が造られました。ミュージアム 

オブ モダン アートの略称です。「モダン」と

いうのは「今の」「この時代の」という意味で，

同時代のアート作品を見せる。このときから，

新しいスタイルの美術館が始まりました。 

 展示空間も新しくなりました。ホワイトキュ

ーブと呼ばれる白い箱の空間ができたのです。

今，我々がいる「東山キューブ」も典型的なホ

ワイトキューブですね。なるべくニュートラル

で，作品に対していろいろな夾雑物を付けずに，

鑑賞できるようになっています。 

 1970 年頃からは，既存の場所を美術館に改

築するケースが増えてきます。例えば，ＭｏＭ

Ａの付属美術館になったＰＳ１（パブリックス

クールナンバーワンの略）という美術館があり

ます。もともとは公立の学校で，元明倫小学校

を転用した京都芸術センターに近いイメージ

です。あるいは，2000年にできたロンドンのテ

ートモダン。これは，もともと発電所だった建

物を改造して美術館にしたものです。 

 リノベーションという言い方もありますが，

建築用語ではコンバージョンと言います。既存

のものをコンバートする，転換するということ

で，そもそもの目的と違う機能を新たに持たせ

る。ＰＳ１やテートモダンの場合には，美術館

としての機能を持たせたということです。 
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 ご存じのとおり，京都市美術館は 1933 年に

建てられたものです。戦争直後には進駐軍に接

収された歴史もありますが，それ以外はずっと

美術館として使われてきた。ですから今回，青

木さんが行ったことは，コンバージョンではあ

りません。美術館という機能は変わってないわ

けですから。でも，これまでとはまったく違う

新たな風景が誕生したと思います。 

 さて，美術館は何をやる場所なのか。まず「収

集保存」ですね。アート作品を集めて保管する。

次に「展示公開」をする。さらに「調査研究」

と「教育的普及」を行う。これが近現代の美術

館の四大機能と言われています。京都市美術館

はその機能を保持しながらも，きっと新しい役

割を担うことでしょう。１００年前は，アート

には絵画と彫刻しかなかった。しかし，今では，

写真，ビデオ，インスタレーションなどがある。

森村さんも積極的に取り組まれているパフォ

ーマンスアートもあります。 

 最近では，美術館の中から外へ飛び出して展

示やイベントを行うこともあります。ただし，

その場合にも，美術館がなくなるわけではなく

て，ここを起点に何かが始まる。特に京都市美

術館は，岡崎という文化芸術エリアのど真ん中

にあって，周りにも様々な文化的関連施設があ

ります。面白い連携が行われるのではないかと

個人的には期待しています。 

 前置きが長くなりましたが，ゲストをご紹介

します。アーティストの森村泰昌さんです。 

 

森村：どうぞ，よろしくお願いします。 

 

小崎：森村さんはご存じのとおり，国際的に活

躍されているアート界の重鎮です。美術館でも，

そうでない場所でも展覧会をされています。

2014 年にはヨコハマトリエンナーレのアーテ

ィスティックディレクター，芸術監督を担当さ

れました。 

 また，モリムラ＠ミュージアム，略称してＭ

＠Ｍという個人美術館を大阪の北加賀屋にお

持ちです。森村さんの作品だけを見せる場所で，

小さいながら様々な工夫が凝らされていて，私

は素晴らしい場所だと思います。 

 それから，もうお一方，京都市京セラ美術館

のリニューアル設計を担当され，新たに館長に

就任された建築家の青木淳さんです。 

 

青木：どうぞ，よろしくお願いいたします。 

 

小崎：青木さんは，磯崎新さんの事務所にいら

っしゃった 1990 年に，磯崎さんと一緒に茨城

県にある水戸芸術館を設計されています。それ

から，2005 年竣工，2006 年に開館した青森県

立美術館を手掛けています。 

 2013 年には，アーティストの杉戸洋さんと

あいちトリエンナーレで協働されました。名古

屋市美術館という，故・黒川紀章さんが設計さ

れた非常に使いづらい建物を，動線を逆にする

ことで，見事に空間を使いきった。素晴らしい

アイデアでした。美術館を設計するばかりでな

く，そのような経験もお持ちです。 

 では，まず森村さんに伺います。非常に短い

時間でしたが，先ほど青木さんの解説付きでご

覧になった新しい京都市美術館について，どの

ような感想をお持ちですか。 

 

森村：はい。工事が終わって，このような形の

空間を今日初めて拝見いたしました。おそらく，

皆さんも，初めて新しい空間をご覧になったと

思いますが，感動なさっていると思います。お

お，すごいな。今までのこの美術館をご存じの

方だと，とらえる角度によって，このように変

わっていくのかと。そこに驚きと，感動をお持

ちになったと思います。 

 私も，最初のとても柔らかい感じのスロープ

から入っていくところから，おこがましい言い
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方ですが，やるなぁと思っていました。今私た

ちがいるこの場所までのツアーでも，やはり，

要所，要所で，空間の使い方の妙手である建築

家らしく非常にサプライズな展開でした。 

 これまでの青木淳さんの建築をいろいろと

拝見したり，あいちトリエンナーレ 2013 での

展示空間のデザインも拝見したりして，とても

大好きですので，それを大前提にお話します。 

 皆さん，今日ご覧になって感動したと思いま

す。しかし，それで，だまされたらあかんよと

いう思いも，実はあります。感動する一方，感

動させられている私というものがある。いや，

ここでだまされたらあかんという気もいたし

ます。それは建築家 青木淳というよりは，建

築というもの，そのものが持っている，ある種

の特性があるのではないか。そこのところを，

建築の優れたスペシャリストしての青木さん

に投げかけてみたいと思っています。 

 一般論として，建築というものが世の中にい

っぱいありますが，ほぼ嫌いです。青木さんも

そうかもしれませんが，ほぼ嫌い。なぜかを簡

単に説明すると，建築と空間を支配するシステ

ムだからです。例えば，バーンと広い広場があ

る。そこにポンと真ん中に壁を建てる。すると，

その壁によって，その空間は２つに分かれる。

田の字型に壁を建てたら，４つに分けられると，

４つの空間を生きなければならないし，２つだ

ったら，２つの空間を生きなければならない。

もしそれが，今度は階層が２フロアになったら，

あるいは３フロアになったら，２つのレイヤー，

あるいは３つのレイヤーになった空間を我々

は生きさせられる。それを感じると，とても嫌

だなと思うわけですね。 

 それは，建築家という職業を持たれるときの

宿命かなと思います。さらに，あえて言うなら

ば，その空間を支配する力を持つ建築家もいる，

その力が別の力，例えば経済という力，あるい

は政治力という支配する力がありますが，そう

いうものと結び付くと，さらに各支配力が増幅

され，私たちを支配するということを最近すご

く感じています。これは，どう考えたらいいの

だろうか。建築家はこのあたりのことをどう考

えて，建物をお造りになるのか。おそらく，青

木さんは，そのようなことは，先刻ご承知で，

いろいろなお仕事に取り組んでらっしゃると

思います。私の今日の大きな興味の１つは，こ

の私の疑問に青木さんからお答えを頂戴する

ことなのですが。 

 

小崎：ありがとうございました。青木さんは建

築家には２種類あると著書に書いていらっし

ゃいますね。１つは，建築物を造形として見る

タイプ。そしてその対極には，建築物を空気と

して見るタイプ。そういった見方だったと記憶

していますが，それに絡めて，森村さんのお話

について聞かせてください。 

 

青木：私は建築家ですから，この場では反論す

べき立場だろうと思いますが，正直に言うと，

私も建築のそういうところが嫌いなのです。森

村さんがおっしゃる意味の「建築」です。それ

は例えば，小さい頃からお正月が実は嫌いだっ

たのと通じるところがあります。お正月になる

と今年の抱負を言わされるのが，とても嫌でし

た。要は，あらかじめ何か自分がやらなければ

ならないことが先に決まっている状態が嫌だ

った。でも，人間は不思議なもので，例えば，

映画のようなものを作るのも面白いと考えて

しまう。映画というのは，見る人をずっと最後

まで引き付ける。筋がどうなるのだろうと関心

を持ってもらって，最後まで突き進むのですね。

それは小説でも当てはまるかもしれません。そ

ういったものを作るのも，これはこれで面白い

と思っています。 

 つまり，一方で束縛されたくないという気持

ちと，他方で，映画も小説のように，束縛して
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みたいという思いの両方があるのだろうと思

います。実は，私が建築を始めたときに楽しか

ったのは，これでこんな世界ができると思えた

こと。その世界には，そこにいる人も入ります。

人の行動も入れば，人の感情も入るし，感覚も

入る。それをもコントロールできてしまう。も

ちろん，実際に建物を建設するのではなくて，

案，模型を作るだけですが，それでも，それが

想像できて，とてもすごいことだな。ある意味，

神さまみたいに世界を創っているような感じ

さえする。 

 それが楽しかったという時期を経て，磯崎さ

んの元で働いた後，今から３０年ほど前に自分

の事務所を立ち上げてから，はたと気が付いた

ことがあります。やっぱり，自分も束縛された

くない。ということは，人を束縛するのも良く

ないということです。ですから，建築は，基本

的に束縛するものなのですが，束縛しないよう

に造る。矛盾していますが，その関係をどうし

たらよいのか，悩みの種です。あるいは，その

問題に常にぶち当たらざるを得ないことが面

白い。答えはありませんが，ずっとそれに取り

組んでいます。 

 先ほど，森村さんがおっしゃったように，空

間の真ん中に壁があると，右と左に分かれてし

まう。その中でしか，自由にできないというこ

とです。でも，全てが自由な空間というものは

あるのでしょうか。ありませんよね。どんな空

間にも，人間がそこに束縛されている部分があ

る。それはもちろん自然が作った空間にもある

し，人間が自然に作ってしまった空間にもある。

誰が作るかは別として，どの空間も中性的で，

ニュートラルに誰も束縛しない空間というも

のはない。束縛してしまうかもしれない危険を

はらんだ空間を，しかしその危険から逃れて，

どう作ることができるだろうかということに，

一番の興味を持って，ここまでやってきました。 

 美術の空間で好きなのは，それが建築でもっ

とも難しいことを考える機会になるからです。

アーティストの人は束縛されたくない。空間に

束縛されたくないというだけでなく，全てにお

いて，束縛から自由になることが一番重要なこ

とだとすると，どのように自由が空間で保障で

きるのか，造ることができるのか。それは，建

築においては矛盾していますが，それに興味が

ある。その問題に一番ぶつかるのが，実は美術

館であったり，美術の空間であったりだと思い

ます。 

 

森村：なるほど。今回新しく作られた新館「東

山キューブ」が，面白いのは，入り口が５カ所

あって，どこからでも入れる。そうすると，私

たち美術家がもし，この空間を使わせていただ

くとしたら，どこから入ってどこから出ていく

かという導線を考えなければならない。往々に

して，導線がワンウェイになっている美術館が

多いです。つまり，入口からいわゆるギャラリ

ー，回廊を巡って出口に着くということです。

入口と出口，頭と尻尾があるという流れですが，

「東山キューブ」は八岐大蛇にように，たくさ

んの頭と尻尾があるので，どこからでも出たり

入ったりできる構造になっている。おそらく青

木さんが今おっしゃったように，建築というも

のが必然的に空間を束縛してしまう，人間を束

縛してしまうけれども，そういう縛りを意識し

つつ，縛りからいかに逃れられるかという問い

への答えのひとつがここにあるのかなと，ちょ

っと納得できました。 

 私は美術作品を，青木さんは美術館を造る。

私は基本的に，美術作品を展示させてもらうの

で，青木さんと逆の立場になります。美術作品

を作る側から言うと，絶えず美術館の空間と戦

わなければならない。それは，どんな空間でも

あてはまります。例えば，今，初めて見せてい

ただいたこの空間で，どう展示するか考えるわ

けですが，とても展示しにくい。悩ましいなと
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思ったところは面白いわけですが。 

 というのは，たいていの美術館の空間は，命

じられている気がする。これはある知人が言っ

た言葉です。その作家は美術館が嫌いなのです。

なぜかと言うと，美術館に入ったら美術館から

命じられている感じがするから。例えば，ここ

の壁に，これぐらいの大きさの作品３点を展示

しなさい。ここは２点。ここは少し大きめの作

品を１点，ここには小さめの作品を１０点ぐら

い並べて，真ん中に何か置け。こんな指示をさ

れる。それが自分には見えてしまうのでとても

嫌だと言っていました。ですから，美術家はい

かにその命じられる，まさに束縛しようとして

いるところを裏切るかを考える。要するに，そ

の空間と戦うということになります。 

 そのことは，多かれ少なかれ展示する側の者

は誰でもやっていることです。あえて，とても

失礼な言い方をすると，展示する側にとって，

美術展示空間というのは，何でもいいんです。

私たちは与えられる側なので，例えばホワイト

キューブを与えられたら，真っ白な空間を真っ

白の空間なりに考えて，どうやって裏切ろうか，

どうやって対話をしようか，どうやって対決し

ようかといったことを考えて展示をする。先ほ

どの話にありましたが，その空間が工場跡でも

全然構わない。工場跡がそのまま残っている空

間なら，さあ，ここで何かしようと考えるわけ

ですね。極論かもしれませんが，展示する側，

作る側だけの話をさせていただいたら，空間は

何でもいい。美術館は，展示する側だけの持ち

物ではなく，いろいろな要素があるので一概に

言えませんが，建築家がどのように工夫をしよ

うがしまいが，自然発生的なものであろうが何

であろうが，ここで何かをしろと言われたら，

その空間と向き合うのが展示側の姿勢ですね。

展示側から，このような意見を伝えたときに，

青木さんはどのようにお答えなるのか，とても

興味があるのですが，いかがでしょうか。 

 

青木：青森県立美術館は，まさにそういった造

りです。全部の場所，高さ，幅，といったもの

全てが建築家の恣意や使い勝手を超えて決ま

っている。展示のことを全く考えないスケール，

プロポーションで造っていきました。そのほう

がいいのだろうと思ったからです。しかし，そ

うは言っても，２つ条件があるのではないかと

思いました。 

 １つは，建築家のやりたいことでできている

空間は嫌だろうということです。どんな変な空

間でも良いけれども，建築家が，その空間を見

せたいと思って作っている空間は，嫌だろう。

だから，そういった建築家としての自分の個性，

自分の手跡，自分の想念と表現するのか，自分

の趣味と表現するのか…。それを全部，消して

作れないかと考えたわけです。 

 もう１つは，先回りしないで作られた空間が

良いのだろうと考えました。森村さんがおっし

ゃったように，例えば「ここに作品を２，３点

置いて，真ん中に置くとうまくいくよ」と空間

が語らないものが良いのだとすれば，の話です。

ただし，例えば，世界の中で美術館としてうま

く言っているものに目を向けると，テートモダ

ンは発電所で，タービンが入っていたので美術

が普通想定している大きさを遥かに超えた大

きな空間がある。ＰＳ１は小学校だった。ディ

アビーコンは，ナビスコの包装工場だった。パ

レドトキオは，エクスポジションの会場だった。

というように，要は，元々の機能が非常にはっ

きりとしていて，その機能に対して合理的にし

っかり造られたものですね。今はその機能はも

う必要なくなった。だから，空間に力がある。

適当に造られたのではなくて，一所懸命，考え

て造られている。強い空間の質は持っているけ

れど，もはやその意味が消えた空間が，やはり

楽しいのではないかと思います。 

 だから，いかに自分のエゴを出さない空間を
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作るか。にもかかわらず，いかに合理的に，ル

ールに従って厳密に造るかという２つのこと

が良いのではないかという仮説を考えて実行

してみたわけです。 

 

小崎：東京の原美術館には，２階に上がる階段

の下，かつてトイレだった場所に，森村さんの

インスタレーションが恒久設置されています

ね。あれは，森村さんが，ここに設置したいと

提案されたのでしょうか。 

 

森村：ええ，私が提案させていただき，実現さ

せました。 

 

小崎：京都市京セラ美術館では，あのような遊

び心のある展示は許されるのでしょうか。 

 

青木：先ほど申し上げたような空間に挑戦する

という意味で言えば，例えばこの新館の中では

なく，周りの空間を使って展示する方法があり

ますよね。本館は，元々ある立派な会館である

から面白い。展示室も悪くないですが，こうい

ったところは面白いですよね。 

 せっかくスライドを準備しましたから，ご覧

いただきましょう。一番上の写真ですが，これ

はこの建物の北の階段です。先ほど通った中庭

にあった丸い建物の内側ですね。これを見ると，

壁が剥げていますよね。 

 

森村：随分，傷んでいますね。 

 

青木：壁は，きれいにしたから，もう剥げてい

ませんが，おそらく，森村さんがリタ・ヘイワ

ースに扮しているこの写真は，この場所ではあ

りませんか。 

 

森村：あっ，これは私の写真作品ですね。 

 

青木：そうです。これは女優シリーズのもので

すよね。この場合は，わざわざこういう壁が傷

んでいるのが良いのですよね。 

 

森村：深く考えてはていなかったですが，無意

識にそういう選択をしていたかもしれません。 

 

小崎：基本的なことを伺います。この展示室「東

山キューブ」は，現代アートに特化したギャラ

リーとして新たに作られた空間ですが，元から

ある本館の展示室でも現代アートの展示は，あ

り得るわけですよね。 

 

青木：もちろんあり得ます。この部屋は基本的

に，現代アートの展示のみのために作った空間

ですから，おそらくそれ以外の用途には使わな

いと思います。しかし，本館は別に現代アート

をやらないと決まっているわけではない。この

写真のように階段で展示をするのは難しいか

もしれませんが，やはりその空間の中で面白い

と思えるところを発見して，そこを使って展示

してみようということができます。それは，今，

生きている作家しかできないことですね。亡く

なった作家は，ここで展示したいと言えません。

生きている作家は，展示の仕方も含め考えるこ

とができる。この美術館ほど，いろいろな空間
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を持っているところはないのではないでしょ

うか。 

 この部屋は，展示の手がかりがありません。

それもそのはずで，これだけオープンな１室と

して使うことは多分，非常に少ないだろうから，

ここに可動の壁を立てられるようになってい

ます。皆さんの席の後ろのほうに白い布で包ま

れたものが積んでありますが，あれが壁なので

す。アーティストがこの位置に壁が欲しいと言

えば，それに合わせて自由に空間を作れるよう

になっています。これには，やはり良い面と悪

い面がある。良い面は，壁の位置が自由になる。

逆に言えば，悪い面として，自作自演になって

しまう。つまり，自分の作品に合わせて壁が作

れてしまうから，先ほど申し上げた「戦う」楽

しみはなくなってしまうかもしれない。ですか

ら，この部屋に関しては，アーティスト自身が

空間構成をできる部屋として造った。 

 一方で，本館のほうは，展示室の壁の幅とか

から考えて，中に壁を作るのは，基本的には考

えにくい。だから，あの空間をどう料理して考

えるかということになる。ちょうど正反対の性

格の空間ができたかなと思います。 

 

森村：ここの空間と対決するのであれば，あの

中央の２本の柱ですよね。これをどう活かすか，

どう面白く使えるか。あの柱がなかったら，割

とフラットな空間になりますが，２つある。あ

れをどうするかで，ここの空間が決まるという

感じがしました。 

 

青木：そうですね。周りの「開口」という向こ

う側が抜けるところも，柱の真ん中にあるかと

言えば，そうでもない。だから逆にその柱も，

穴の開いている場所との関係を，どう扱うのか

考えさせられますね。 

 

森村：「予測測しない空間」というものを作る

のは，相当難しいことのように思えます。例え

ば，展示空間だったら，ここはこんな展示がさ

れるからという予測があって，こういう空間を

作りますというように機能性を予測して，空間

を作るのだと思います。それを流動的と言うか，

定めないで空間を作るにはどうやっているの

でしょうか。何かポイントみたいなものがある

のでしょうか。 

 

青木：ここの部屋の場合には，1,000平米ぐら

いの空間を作ろうという話から始まっていま

す。「四角いほうが丸いよりは使いやすいだろ

う。であれば，長方形の部屋になるだろう。」

といったところです。 

 いくつか考えられるものについて，実際にこ

んなレイアウトができるかもしれないと試し

てみます。試したときに，バラエティーが多い

ほうが，可能性として広がるわけですね。結局，

１つの方法しか使えないのであれば，あまり意

味がないじゃないですか。そういうシミュレー

ションをしています。 

 ただ，ここの場合は元の本館があった。本館

の空間は，すでにサイズやプロポーションが決

められている。青森県立美術館の例のように，

展示を想定しないで作っていくやり方をして

いるのですね。 

 その場合は，どのように進めていくかと言え

ば，バリエーションを作る。いろんなタイプの

空間が生まれるようにする。それから，普通に

必要な量よりもいっぱい作る。つまり，使わな

いところが残ってもいい。それぐらいに，いっ

ぱい作る。そのように進めています。 

 

森村：なるほど。今回のこの京都市美術館全体

を手掛けるポイントはどのようなところです

か。 

 

青木：この美術館は，元々ありましたから，こ
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の美術館が持っている流儀，この美術館が良い

と思っている空間があるわけです。その空間を

ベースにするということをポイントにしてい

ます。だから，「私が」これが良いというわけ

ではなく，「この美術館が」これが良いと言っ

ていることを，そのまま造っていくということ

です。 

 

森村：それは説得させられてしまいますよね。

美術館から声が聞こえたという話ですね。 

 

小崎：声と言えば，森村さんはヨコハマトリエ

ンナーレでディレクターを務めたときに，ご自

分の声で全作品の音声ガイドを作られました。

それから，平易で深いガイドブック的なものも

作られた。多くの方に理解していただくための，

様々な仕掛けを施されたわけです。 

 あるいは，北加賀屋のご自分のミュージアム

には常設の映写室があって，企画展の内容につ

いて，森村さん自身が解説する映像を必ず流さ

れています。 

 美術館の素晴らしさを伝えるのには色々な

方法があろうかと思います。新しい京都市美術

館でも何か考えているのでしょうか。 

 

青木：どちらか言えば，作品のことを分かって

もらえるようにどうするかという方向では，あ

まり考えていなかったですね。それ以外のもう

少し広い意味での教育普及があると思ってい

ます。 

 それは，美術館は展覧会だけでなくて，毎日

活動をしている場所であるということ。まずは，

その活動そのものを体験してもらいたいと考

えています。 

 作家にもよりますが，もしそれが展覧会と連

動するとすれば，ワークショップのようなもの

があります。ワークショップをして作るという

普通の意味のワークショップではなくて，やは

り市民の方や，その人が入らないとできないよ

うな作品の作り方があるだろうと。そのような

タイプのことを，なるべく積極的にやるという

方法もある。だからいずれにしても，美術館と

して考えることとしては，日常的な活動をもっ

と作りたいということですね。 

 作品の理解，展覧会の理解は，森村さんがヨ

コハマトリエンナーレでなさったように，ある

意味，作家としての行為だと思います。森村さ

んは，実は，作家としてそれをやったわけでは

なく，ディレクターとしてやったわけですが，

でもやはり，作家としての行為かなと思います。

あのヨコハマトリエンナーレは，おそらく今ま

での中でも，とても良かった展覧会だと思いま

すが，それは，森村さんという人の展覧会に見

えてしまう。全体では「華氏 451の芸術：世界

の中心には忘却の海がある」というテーマがあ

るけれど，それぞれ違う作家の作品の１つ１つ，

そしてどうして関連するか分からない作品が

あるところも含めて森村さんの世界。私がヘッ

ドホンをせずに見たから分からなかったのか

もしれません。でも基本的には，森村さんの世

界で，ディレクターでもあるけれど，アーティ

ストとしての世界だと感じた。だからその意味

で言えば，この美術館で分かってもらうのは，

アーティストの１つの役割であるのかなとい

う気もしますね。 

 

森村：青木さんがおっしゃるとおり，私の頭の
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構造がやはり物を作るようになっているから

かもしれません。だから，アートディレクショ

ンをやっても，もし建築をやっても，きっと自

分が作品を作る感覚になってしまうのではと

思います。 

 私の場合だと，その原点は，高校生のときに

初めて美術クラブに入って，油絵を描いたこと。

非常に古風な話ですが，やっぱり原点なのです。

キャンバスに絵の具で何か描いて，そしたら何

かができてくる，それが喜びになる。結局，そ

の変奏曲と言いますか，バリエーションをいろ

いろな形でやっているのだなと思いますね。 

 そうすると，美術館のアートディレクション

や芸術監督なんかを担当しても，おっしゃると

おり作品を作ってしまう。ディレクターをやっ

ていて感じましたが，キュレーターの皆さんが

何かを組み立てる感覚と全く違いますね。 

 

青木：キュレーターの場合は，あるテーマに対

して，どう接点を取り，割り振りをするか，ど

うバランスを考えるか。 

 

森村：そうですね。一方，私たちの場合は，や

はり自分が面白くなければ意味がない。自分が

最初の鑑賞者と言いますか，自分が最初に面白

いと思うことが全てのきっかけになる。客観的

にこれは良いとか話ではなくって，どれだけ私

がまず面白いかと思えるか，ここが出発点なん

ですね。だから，音声ガイドやひらがなだけの

本を書くのも，自分が面白いと思っているこの

思いを共有したいという，一種の欲望が自然に

発露してくるという感じ。それが，結果的に教

育プログラムにつながっていくのかもしれま

せんが，誰かを教育しないといけないとか，何

か教えて広めないといけないというような啓

蒙的な自覚はあまりないのです。でも，自分が

面白いと思うし，なぜ面白いのか，「こうだか

ら面白いんちゃうの」と説明して，それで面白

いねと言ってもらえたら，それはとても嬉しい

です。 

 

小崎：ヨコハマトリエンナーレでは，子供のた

めのプログラムを提唱されていましたね。 

 

森村：教育プログラムチームがありまして，何

かを一緒にやろうということになったわけで

す。子どもと一口に言っても，年齢の違いがあ

りますね。小学校の子，中学校の子，高校生の

子…。おそらく，小学校の子どもたちに，私た

ちのような大人が何かを言おうにも，なかなか

この年齢差，世代格差は大きい。だったら，私

たちがダイレクトに小学生の子どもに伝える

のではなくて，中学生とか高校生が伝えるのが

良いのではないか。中学生とか高校生だと，少

し大人のところに差し掛かっているので，私た

ちと話題を対等に共有できるんです。 

 そこで，私たちは，中学生や高校生の子ども

たちと半年ほどかけていろいろなことを伝え

たり，見学に行ったり，話し合ったり，いろん

なことをしました。大きな国際展であれば，メ

インの展示がある。その展示前の状態，まさに

この部屋の状態ですが，展覧室に何にもない状

態を見てもらう。その次に見てもらうのは，ま

さに展示している状況です。最後は，完成した

状態を見てもらう。私たちが関係することと同

じことを体験してもらう。内側から見ていくと，

外側から前置きなしで作品を見て，感想はどう

ですかと聞かれるのと，随分違うわけです。要

するに，自分事として捉えるリアリティが生ま

れてくるような気がしたのです。展示の裏側も

知っているから，いろんなことが言える。 

 そういうことを彼らに体験してもらって，そ

の子たちが小学校の子どもたちを教える。その

小学校の子どもたちには，今度は大人たちへ向

けたギャラリーツアーをやってもらう。このよ

うな繋がりを作っていきました。 
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 繋がっていることが良いなと思った理由は，

小学校の子は当然のことながら，次は中学生に

なるわけですよ。そして，その中学生の子は，

前にそういう体験があるから，今度は小学校の

子に何かを伝えることができるというように

年代的な語り伝える繋がりができていく。 

 それを提案するとヨコハマトリエンナーレ

の教育プログラムチームの皆さんが面白く思

って下さり，今も続けている。あれは面白かっ

たですね。 

 

小崎：京都市美でも…。 

 

青木：良いですよね。 

 

森村：大変ですけれどね。 

 

青木：何でもあてはまりますが，作っている現

場を見ることが，やはり重要ですね。あるいは，

自分も絵を描いてみるとか，何かやってみない

と，そこで起きていることについて本当は分か

らないですよね。 

 

森村：ええ，たぶん，分かり方が違ってくるの

だと思います。 

 

青木：美術館という場所は，やっぱり人間の作

る能力の一番重要な施設だと思います。だから，

作るということから発することでやっていき

たい。 

 

森村：だからこうやって，今日も何にも展示さ

れていないガランとした空間，あそこにパネル

が寝ている状態を皆さんご覧になっているの

で，すごく良いですよね。 

 

青木：本当は工事の途中でも見てもらいたいで

す。ただ，工事は危ないので，なかなかお見せ

できない。でも何回か見学会をしました。これ

が本当は重要なのです。この写真はきれいでし

ょう。本館は，ある意味で全部壊して，もう一

度，中を造り直しているようなものです。ある

ときは，本当に廃虚みたいな状態でした。この

写真よりもずっと廃虚の状態を経て，またあれ

になっている。それを体感しているかどうかは，

とても大きな違いがありますよね。 

 

森村：なるほど。新館のほうは工事中に見せて

いただいたのですが，旧館のほうの工事中も，

とても面白かったと知人から聞きました。工事

中にその知人から「今，森村さん，すごく面白

いことになっていますよ。ここで何か作品を作

ったらどうですか。」と言われていたのです。 

 

青木：あそこの中央部分の床を全部剝がしたか

ら，一時期，ブルドーザーが美術館の中に入っ

て，土を掘っているような状況もあったわけで

すよ。その状況は，そのままでも良いなって思

ったぐらいですね。 

 

森村：青木さんには，そういう「このままでも

良いな」と思う感性があるんですね。普通，建

築家はそう思わないでしょうね。それは完成す

べき目標への途中段階にすぎないですから。 

 

小崎：青木さんらしいのかもしれませんね。 

 

森村：青木さんは，大変優れた建築家なので，

この美術館もとても大きな仕事だと思います

が，これからも，どんどん大きなお仕事を手掛

けられると思います。偉そうなことを言います

と，先ほども申しましたように建築は，やはり

大きな権力に結び付く。建築家は，１個の都市

全体の計画すらやってしまえる。都市計画とい

うのは，まさに人間の営みを支配するシステム

作りです。青木さんの話をお伺いしていて，そ
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ういう建築家が持つ支配力について，多くの建

築家とはずいぶん異なる視点を持ちだと理解

したのですが，都市計画のような大きな仕事に

も興味を持っておられるのでしょうか。 

 

青木：今の世の中，二極化していると思います。

つまり，そういう都市計画的な，本当に大きな

街で，どちらか言えば，街を決定付けてしまう

ようなものを造る事務所と，それと全く関係な

い事務所がありますね。例えば，東京だとオリ

ンピックの関係の仕事をする事務所と，オリン

ピックの関係の仕事が一切ない事務所と大き

くわかれるわけです。おそらく，オリンピック

に関係する事務所は，ほんのわずかです。１パ

ーセントかもしれない。９９パーセントは，何

の関係もない。それぐらいに二極化している。 

 ここで言うことではないかもしれませんが，

私は，そもそも大規模な影響を与えることに全

く興味がないので，そちらは避けて通りたい。 

 

森村：とてもよくわかりました。 

 

小崎：とても残念ですが，時間が来てしまいま

した。（参加者の男性に）ご質問ですか。 

 

会場：聞きたいと思っていた内容と違います。

後でお茶を飲みながら，話されたらどうですか。 

 

森村：私はそうは全く思わないで話をしており

ました。最初にお断りしたほうが良かったかも

しれませんが，皆さんが今日何か聞きたいお話

があるのだろうなとは，何となく感じておりま

した。 

 ただ，そのお話をするよりも，皆さんと共有

したかったのは，何と言っても，ここの美術館

の館長で，そしてこの建築物をお造りになった

青木淳という方がここにいて，いろいろ話をし

てくれるわけですよね。この人が，一体どうい

うことを考えている人なのかということを，み

んなで共有したかったのです。 

 というのは，今，私は安心したことがありま

す。なぜなら，青木さんが，二極化する建築事

務所にあって，１パーセントの方ではないとこ

ろに自分はいるのだとおっしゃった。その建築

家が，この美術館に関わってくださった。これ

がもし違った立場の建築家だったら，どうでし

ょうか。それは，とても困ったことになりませ

んか。でもそうではなかったということは，皆

さんと共有した非常に重要なポイントだと思

いました。 

 でも，おそらく１時間では済まないお話です。

これは強く言っておきますが，私は決してお茶

を飲みながら青木さんとそういう話はいたし

ません。このような場だから話をしています。

それだけははっきり，私は今日この話をしよう

と考えて，青木さんにぶつけてみた。絶対何か

答えが返ってくる。その答えは，この美術館が，

どのような在り方をするのか，どのようなもの

なのかということが分かる，いわば哲学ですよ。

表層的な美術館の運営やそんな話ではなく，こ

の美術館がどうなるのかという哲学を皆さん

と共有したいというつもりでした。そこが，う

まくいかなかったのだとしたら，お詫び申し上

げます。 

 

小崎：美術館を設計した建築家が，その美術館

の館長になるケースは，歴史的にも，世界的に

も極めてまれだと思います。青木さんはアート，

とりわけ現代アートをよくご存じだからこそ

選ばれたのでしょう。正式に開館する前に，み

なさんに建物を見ていただいて，建物にどんな

意図を込めたかを限られた時間の中で解説し

ていただきました。館長職を引き受けた以上は，

時間が許す限り，今後もこのような機会を設け

られるのではないかと思います。 

 そして，世界的なアーティストである森村さ
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んに話をしていただきました。何度も述べたよ

うに，アートにも美術館にも，様々な経験と深

い見識をお持ちの方です。司会が至らぬせいで，

うまく届かなかったのかもしれませんが，個人

的には，いろいろなヒントがお２人の会話の中

に感じられたと思います。 

 おそらく，これから実際に活動が始まってい

く中で，京都らしさ，京都市美術館らしさが出

てくるのだと思います。この美術館には，市民

の皆さんの協力をいただいた素晴らしいコレ

クションがある。以前に青木さんに伺ったので

すが，古いコレクションと現代のものを組み合

わせる企画も大いに考えられるし，やってみた

いとポジティブにおっしゃっていました。京都

市立芸大出身で，京都も世界もよくご存じの森

村さんの展覧会にも期待したいと思います。 

 青木さん，最後に一言お願いします。 

 

青木：美術館の意味も時代とともに変わってき

ていると思います。ここの美術館の場合，80年

以上の歴史がありますが，その間に美術館の意

味合いが変わってきた。あるいは，美術という

ものの根源は変わらないかもしれませんが，美

術の在り方は大きく変わってきた。正直に申し

上げて，美術館という仕組み自体が少し疲弊し

たところもあると思います。 

 京都という街は古いものを大事にするけれ

ども，同時に新しいことを取り入れて前に進む

ところだと思っています。先ほど小崎さんがお

っしゃったように，建物を設計した人間が，引

き続いて館長をやるのは，まれなことです。こ

れは，京都市としても非常に冒険だと思って選

んで下さったと思う。その冒険というのは，今

までの待つ美術館ではなくて，これまでのもの

を守りながら，今の，そしてこれからの時代の

美術館に，どう変えられるか。そういう冒険が

任されていると思います。これからまだ右往左

往しながら先へ進んでいくしかありませんが，

どうぞよろしくお願いします。 

 

小崎：ありがとうございました。 

 

会場：（拍手） 


